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A ceremony of putting up the ridgepole is one of the festivals performed during construction.  This 
research is investigating change of a ceremony of putting up the ridgepole, and has explored that 
importance. It turned out that this construction courtesy has seen the big turning point at rapid economic 
growth. Rapid increase of a ready-built house is one of the causes. Although it was guessed that this 
courtesy has begun from the Jomon period, it turned out that various change by the present was 
accomplished. It can be said that a ceremony of putting up the ridgepole has the raison d'etre in the point 
of not losing the existence though a change is continued. 
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１． はじめに 
この論文は、建築儀礼の中でも上棟式の時代変遷につ
いて調査をしたものであり、地域的な差異ではなく時間
軸に着目したものである。上棟式は建築施工中の、上棟
時に行われるもので一時代を除きその点に変化はない。
完成祝いでもなく作業開始時の祈願でもないこの建築
儀礼の存続している要因、存在意義について考察したも
のである。 
上記のテーマを扱うきかっけになった二つの事柄の
うち一つは、上棟式の行われるタイミングを疑問に感じ
たこと。もう一つは職方にとって上棟式が自身の仕事を
魅せることのできる唯一の瞬間であると感じたことで
ある。 
 
２． 第一章 上棟式とは 
（１）祭事とは 
祭事とはまつりとほぼ同義であるが、まつり自体に多
くの漢字が当てられ様々な意味を有している。以前は神
的な儀式を行うことや儀式そのものを指すか、政治など
を指していた。現代では神的な儀式への関心が薄れつつ
あることもあり、多くの人が同一空間に集まって行われ
る催事等を総じてまつりと呼ぶようになった。 
 上棟式は、この祭事の中の建築に関するもの、つま
り建築儀礼のひとつである。 
建築儀礼には地鎮祭、上棟式、竣工祭、屋根葺き祝い
などがある。その主宰者が次々と変化することも建築儀
礼の特徴である。 
（２）上棟式の歴史 
上棟式はその起源を縄文時代にもつことが当時の家
屋の屋根のニワトリのモチーフから推測される。これは
神にニワトリを捧げていた際の名残で、上棟に際して何
らかの儀式を行っていたことを指している。その後平安
時代のころには、その形式が確立した。江戸時代には上
棟式が竣工間際に開催されていたことを示す文献があ
るがその形式は大きく変化をしない。なお、このころの
上棟式に関しては魯班経[１]や匠明などに記されている。
明治時代までは、形式を引き継ぎ変化がないが大正時代
に転機が訪れる。略式上棟式に関する記述があり、その
祭壇のつくり方などに変化がみられる。
 
図１ 魯班経(左)と明治の大師堂上棟式彙報(右) 
そして近代では、多くの民間信仰が存在し、棟梁
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に神的な力があるとみなしたり、上棟式のご利益につい
ても、信じられていた。このように上棟式に信仰心が伴
っていたのは昭和の初期までである。 
 （３）本義上棟式 
１：着座（ちゃくざ） 
２：修祓（しゅうばつ） 
３：降神（こうしん） 
４：献饌（けんせん） 
５：大祓詩奉唱（おおはらいしほうしょう） 
６：祝詞奉唱（のりとそうじょう） 
７：清祓い（きよはらい） 
８：槌打の儀（つちうちのぎ） 
９：玉串奉典（たまぐしほうてん） 
１０：撤饌（てっせん） 
１１：昇神（しょうしん） 
１２：退下（たいげ） 
 
３． 第二章 現代の上棟式 
（１）上棟式の現状 
上棟式は、建築物頂部の梁材が上がったことを祝って
行われる。そのあとには、その建築に関わった人同士で
互いを労う直会(なおらい)を行う。 
（２）略式上棟式 
１：棟梁の手で棟木のてっぺんに吹流し等の飾り物を
上げる。 
２：祭壇に御幣・枡を飾り、神饌物を飾る。 
３：棟梁が建物の四隅の柱に水・塩・米・酒をまいて
建物を清める。(四隅に餅をまく場合もある。) 
４：棟梁の祈願の後、続いて建主や関係者が祭壇前で
二礼二拍一礼して祈願する。 
５：撒餅、撒銭等が用意してある場合は、集まった人
たちに撒く。 
略式上棟式は上記のように簡略化した手順で行われ
る。ただし、現代においてはこの形式よりもはるかに簡
略化が進んでいる。上棟式の費用や準備を必要とする供
え物の数々についてはセット販売が行われるなど利便
性の追求が進んでいる。 
（３）上棟式に訪れた転機 
現代における上棟式への変容の中で、最もその形の変
化に影響を与えた要因が、高度経済成長期である。まず
は経済的な向上により人々の経済力が上がり、住宅の大
衆化(多くの一般市民が住宅を持てるようになった)が起
こり、年間施工数が増大した。そして、ハウスメーカー
の台頭により、建売り住宅が増えた。以上の二点から、
上棟式の開催回数が減ったと考えられる。住宅の大衆化
で、必ずしも裕福でない人が家を持てるようになったが、
上棟式まで行う余裕のない場合等が原因である。上棟式
には非常に費用がかかるからだ。建売り住宅については
完成した住宅を販売する以上、施工中の建築儀礼に関わ
ることのできる家主はいないので、おのずとその開催も
ないものとなる。そのほかには、直会における飲酒が車
社会の発展により難しくなったことなども起因してい
ると考えられる。 
（４）現代における上棟式の意味合い 
現代までの上棟式と現代での上棟式の決定的な相違
点はもちろんその大幅な簡略化による形式の違いであ
るが、なぜその簡略化が進んだのかを追うと、人々の暮
らしの変化が要因であると考えられる。さらに、その暮
らしの変化による心的な要素に関しても影響を及ぼし
ている。心情の変化については以下に述べる。 
（５）現場調査 
現代の上棟式の実態を調査するにあたり、一般的な住
宅施工現場に赴き上棟式の形式の調査と関係者へのア
ンケートをおこなった。調査対象者は、職方、建築施工
会社社員、施主、神職である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 上棟の様子 
 なお、神職(神社で勤務する職員の中で、有資格者)に
関しては、昨今の上棟式には呼ばれないケースが主であ
るが、その状況も含めてアンケート。対象神職は、上棟
式年間参加数が減尐していることと、神職を呼んでの上
棟式は大きな屋敷でしか行われないことを述べた。 
 そして、上記の調査の結果アンケート対象者の年齢や
上棟を迎えた建物の種別によってその上棟式の持つ意
味合いが異なることが分かった。まず、年齢に関しては
1960 年以前の上棟式経験者は上棟式を神的な儀式とし
てとらえる傾向が強く、上棟式を行わないということに
も抵抗感を持っていた。対する若手の職方や、施主に関
しては上棟式を近隣住民への挨拶の場としてとらえた
り、職方を労う機会としてとらえていた。そして、建物
の種別に影響される部分として、規模が大きい建物では
神事として上棟式を行い、その後の施工の安全を祈願す
る場を設ける意図があった。規模でなくその建物の公私
の差異についても、心的要素が異なり、自邸などのプラ
イベートなものでは記念的意味合いで上棟式を行うこ
とが多いという結果になった。 
（６）協力会社紹介 
 株式会社 佐藤屋建設の紹介 
 
４． 第三章 分析・結論 
（１）上棟式の持つ意味合いの変化 
まず、結果に見られるように上棟式に信仰心を持って
取り組んでいる関係者は現代ではほとんどいない。そし
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て、上棟式を本義上棟式の形式で行える施主は非常に限
られた存在であることが分かる。上棟式を行う費用は、
その開催に対して非常にネックになっているのだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 上棟の様子 
 現代における上棟式は、規模の縮小とプライベート度
合の増大の二変数に比例して、職方への感謝と親族への
報告、感謝という二つの意味合いが強まっている。 
（２）変わらぬ要素・新たな意味合い 
以上より上棟式という建築儀礼が開催されるうえで、
古代から変わらず重要視されている要素は存在しない
ことが分かる。上棟式はその意味合いを根本から変化さ
せ現代へと受け継がれてきている。しかしながらその存
続は風前の灯であり、人々の目もこちらを向いていない
ことがわかる。本論文では、古代から現代にかけて、上
棟式を行うに起因するその要素を抽出し、変化のなかっ
た、変わらず重要だと考えられていた要素を、その上棟
式における根幹事由だと仮定していたが、そういった要
素は際立って存在しないと分かった今、ますますその存
続には興味深いものが感じられる。 
上棟式は現在、職方への感謝の場として最も認識され
ており、同時に信仰心を起点とした、神への感謝や祈願
といった側面は失われている。 
 職方への感謝の場として、上棟式を開催しようと考
える施主は、その形式にこだわりがなく、建設会社など
の示した形式をそのまま行うことで十分に満足できて
いる。職方についても同様で、現代のそういった略式上
棟式に理解があり、ややシステマティックに参加をして
いる現状である。上棟式の開催の有無は職方にとっても
はや重要ではなく、その有無によって仕事に差が出るこ
とはない。 
 現代以前から変わらない要素はないものの、比較的村
の形を残している要素は、やはり職方への感謝の場とし
ての上棟式、という要素であるといえる。現代では職方
が積極開催をしなくなったという点が変化点であると
いえる。ここで本論文において仮定していた、以前と現
代の上棟式を行う上での要素や背景のうち、変化のなか
った部分こそが上棟式の存在意義の根幹である、という
定義づけに関してその結果上棟式の根幹は変化のない
要素は見受けられないということが分かった。 
 それは、同時に上棟式が時代を経るごとにその形態
や意味の形を変えながら存続をしてきた証明でもある。
形を変化させながらも姿を消すことがなかったのだ。仮
定とはことなるものの、非常に重要な結果が得られた。 
（３）上棟式の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 上棟式年表 
（４）結論 
本論文では、上棟式の時代変遷を追ったものであるが、
その結果として上棟式には以前のように職方の技術を
披露するための場としての存在意義や、神への感謝を伝
えるための場としての存在意義はなくなりつつあり、も
はや施主の不安や満足感、世間体だけのために存在して
いると考えることができる。上棟式の規模の縮小、敢行
数の低下、必要とする人の減尐などを経ても上棟式は必
要なのであろうか。 
 やはり上棟式には、その存在を維持するだけの歴史
と文化が詰め込まれており、特筆すべきはいつの時代も
日本人特有の意識や人柄、心遣い、奥ゆかしさなどを反
映しているものであるから、重要な文化として継承され
るべきである。 
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